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1 はじめに 

本プログラムは「国土技術政策総合研究所資料 非住宅建築物の外皮性能評価プログラム解説」

及び「国土技術政策総合研究所資料 一次エネルギー消費量算定プログラム解説(非住宅建築物

編)」を基に作成し、「外皮・設備仕様入力シート（建築物用）」を作成する事を目的として開発

されたソフトウェアです。本ソフトウェアで作成した「外皮・設備仕様入力シート（建築物用）」

をエネルギー消費性能計算プログラム（非住宅版）にアップロードする事で計算結果が得られ

ます。 

 

2 基本情報の設定 

図 2-1 に示す入力画面を基に入力手順を記載します。基本情報入力画面は、「建物概要」、「建

築外皮」、「建築一次エネルギー消費量（設備）」、「一次エネルギー消費量算定（機器登録）」の

４つに大別されます。 

 

 
図 2-1 
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「作成月日」 作成月日を入力 

「入力責任者」 入力責任者の氏名を入力 

「建物名称」 建物名称を入力 

「建築物所在地」 建築物の所在を入力（都道府県名はプルダウンリストより選

 択） 

「省エネルギー基準地域区分」 

 省エネルギー基準地域区分を選択。参照ボタンを押す事によ

り、建築物所在地で設定した都道府県に該当する区分の一覧

が表示され、市町村単位での文字列検索も可能となっていま

す。（図 2-2参照） 

 

区域は、「建築物エネルギー消費性能基準等を定める省令（平成 28 年経済産業省・国土

交通令第１号）」を基に作成し、「○現行基準」を選択した場合、令和 1 年 11 月 16 日よ

り最新版の気象データを反映した新地域区分となっています。「○旧基準」を選択した場

合、平成 27 年 4 月 1 日における行政区画によって表示されたものとなります。ただし、

旧基準の括弧内に記載する区域は、平成 13 年 8月 1 日における旧行政区画によって表示

されたものとなっています。 

 

 
図 2-2 

 

「構造」 該当する構造にチェック（複数選択可） 

「階数」 階数をそれぞれ数値で入力 

「敷地､建築､延べ面積」 面積をそれぞれ数値で入力（単位：㎡） 

  

■建物概要 
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「既存部分の評価」 既存部分の評価を入力する場合、チェック。 

 入力画面を表示し、室名と室面積を入力（5 件まで入力可） 

 
図 2-3 

 
 

 

「入力様式の選択」 届出書、計画書の入力様式を選択 

「用途区分」 省エネ法上の用途区分を選択（複数選択可） 

 

 

「一次エネルギー消費量のみ」 

一次エネルギー消費量のみ計算を行う 

※PAL＊の計算は行われない 

※入力シート「8) 非空調外皮」への出力が行われない 

※省エネ適合性判定や共同住宅共用部の届出用 

「一次エネルギー消費量と PAL＊（単体建築物）」 

一次エネルギー消費量に加え PAL＊の計算を行う 

※（従来通り）物件全体でまとめて省エネ計算を行う 

※低炭素認定や性能向上認定（単体建築物）等用 

「一次エネルギー消費量と PAL＊（複合建築物）」 

一次エネルギー消費量に加え PAL＊の計算を行う 

※建築物の名前毎に省エネ計算を行う 

※室・空調ゾーン登録で「建築物の名称」の設定が必須 

※性能向上認定（複数建築物の連携）等用 

 

「PAL＊」 本ソフトウェアを用いて PAL＊計算を行うための外皮仕様を

入力する場合にはチェック 

注）住宅用途の共用部は対象外です。 

 

「様式 2-9.(空調)全熱交換器の入力を行う」 

 入力シートの「様式 2-9.(空調)全熱交換器」への入力（出力）

を行う場合はチェック 

 

「空調設備」「換気設備」「照明設備」「給湯設備」「昇降機」 

該当する設備があり、それぞれの仕様を入力する場合には、

入力方法を選択しチェック 

■建築物省エネ法の様式 

■建築 評価対象 

■建設外皮 

■建設一次エネルギー消費量（機器登録） 

■建築一次エネルギー消費量（設備） 
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「太陽光発電」 該当する設備があり、それぞれの仕様を入力する場合には、

  入力方法を選択しチェック 

「年間日射地域区分」 ※太陽光発電設備の入力を行う場合のみ※ 

 参照ボタンを押す事により、建築物所在地で設定し た都道

 府県に該当する区分の一覧が表示され、市町村単位で

 の文字列検索も可能となっています。（図 2-4参照） 

 

  
図 2-4 

 

「コージェネレーション」 

 該当する設備があり、本ソフトウェアに設備仕様を入力する

 場合にはチェック 
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3 届出書(通知書) 

住宅用途を含む建築物の場合には、ユーザーガイド（住宅）を参照してください。 

3.1 第一面、変更届出書 

図 3-1 に示す入力画面を基に入力手順を記載します。通知書の場合は、「建築主が国等（国、

都道府県又は建築主事を置く市町村）」にチェックを入れます。 

 

 

図 3-1 

 

 

届出書（通知書）、変更届出書（通知書）のいずれかにチェック 

 

建築主が国等（国、都道府県または建築主事を置く市町村）の場合はチェックし、通知

書を使用します。 

  

■届出書（通知書）の種類 

■建築主が国等（国、都道府県または建築主事を置く市町村） 



6 

 

届出書（通知書）の種類が「届出書（通知書）」の場合 

「法第１９条第１項前段／法第２０条２項前段」、「法第１９条第４項において読み替え

て適用する同条第１項前段の規定による届出」、「法附則第３条第２項前段／法付則第３

条第７項前段」、「法附則第３条第５項において読み替えて適用する同条第２項前段の規

定による届出」の何れかにチェック 

 

届出書（通知書）の種類が「変更届出書（通知書）」の場合 

「法第１９条第１項後段／法第２０条２項後段」、「法第１９条第４項において読み替え

て適用する同条第１項後段の規定による届出」、「法附則第３条第２項後段／法付則第３

条第７項後段」、「法附則第３条第５項において読み替えて適用する同条第２項後段の規

定による届出」の何れかにチェック 

 

届出書(通知書)を提出する所管行政庁名を入力 

 

年月日を西暦で入力 

 

届出者の住所を入力 

 

通常、「名称」として届出者の会社名を入力 

 

代表者の氏名を入力 

 

 「受付番号」 前回届出書を提出した時の受付番号を入力 

 「届出日」 年月日を西暦で入力 

 「変更内容の概要」 変更内容の概要を入力 

 

通知者官職の氏名を入力 

 

設計者の氏名を入力 

  

■届出(通知)の別 

■届出(通知)先の所管行政庁 

■届出(通知)日 

■届出者の住所又は主たる事務所の所在地 

■届出者の氏名又は名称 

■代表者の氏名 

■受付欄 

■通知者官職 

■設計者の氏名 
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3.2 第二面 

図 3-2 に示す入力画面を基に入力手順を記載します。 

 

図 3-2 

 

 

「イ．氏名のフリガナ」 会社名、代表者名のフリガナをカタカナで入力 

「ロ．氏名」 会社名、代表者名を入力 

「ハ．郵便番号」 郵便番号を入力 

「ニ．住所」 住所を入力 

「ホ．電話番号」 電話番号を入力 

 

「イ．氏名」 委任を受けて届出を行う代理者名を入力 

「ロ．勤務先」 勤務先名称を入力 

「ハ．郵便番号」 郵便番号を入力 

「ニ．所在地」 所在地を入力 

「ホ．電話番号」 電話番号を入力 

  

1．建築主 

2．代理者 
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上記と同様（代理者を設計者と読み替える） 

  

3．設計者 
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第三面(1) 

図 3-3 に示す入力画面を基に入力手順を記載します。 

 

図 3-3 
 

 
地名地番、敷地面積等の情報は〈2基本情報の設定〉にて入力した情報が表示されていま

す。 

 
非住宅建築物を選択します。 

 
工事種別を選択します。 

 
工事種別に応じた床面積を入力 (建物全体の床面積と、開放部分を除いた床面積) 

増築、改築の場合は、建物全体についてと、増改築部分のみについてを入力します。 

 
主たる構造、および一部の構造を入力します。 

 

法附則第３条の適用の有無を選択。適用有りの場合には、竣工年月日も入力します。 

 

基準省令附則第２条の適用の有無を選択。適用有りの場合には、認定を受けた所管行政

庁の名称を入力します。 

  

1．地名地番 ～ 5.建築物の階数、7.建築物の住戸の数 

6．建築物の用途 

8．工事種別 

9．建築物の床面積 

10．構造 

11．法附則第３条の適用の有無 

 適用の有無工事完了予定年月日 

12．基準省令附則第２条の適用の有無 

 適用の有無工事完了予定年月日 
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基準省令法附則第３条若しくは第４条又は令和４年改正基準省令附則第２項の適用の有

無を選択。また、適用有りの場合には、竣工年月日を入力します。 

 
地域の区分は〈2 基本情報の設定〉にて入力した情報が表示されています。 

  

13．基準省令附則第３条若しくは第４条又は令和４年改正基準省令附則第２項の適用の有

無 

 適用の有無工事完了予定年月日 

14．該当する地域の区分 
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3.3 第三面(2) 

図 3-4 に示す入力画面を基に入力手順を記載します。 

 

図 3-4 

 

 

計算方法により、「基準省令第１条第１項第１号イの基準」（A-repoを用いて計算する場

合。主要室計算法の場合も含む）、「基準省令第１条第１項第１号ロの基準」(モデル建物

法を用いる場合)を選択 

 
「基準省令第１条第１項第１号イの基準」を選択した場合、一次エネルギー消費量算定

用 WEB プログラム（建築物用）より得られる結果を転記 

 
「基準省令第１条第１項第１号ロの基準」を選択した場合、一次エネルギー消費量算定

用 WEB プログラム（建築物用）より得られる結果を転記 

 
年月日を西暦で入力 

 
年月日を西暦で入力 

  

1．【イ．非住宅建築物】 

（一次エネルギー消費量に関する事項） 

2. 基準一次エネルギー消費量、その他抜きの基準一次エネルギー消費量、 

設計一次エネルギー消費量、その他抜きの設計一次エネルギー消費量 

3. BEI 

4．工事着手予定年月日 

5．工事完了予定年月日 
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4 計画書(計画通知書)令和７年３月以前 

住宅用途を含む建築物の場合には、ユーザーガイド（住宅）を参照してください。 

 

4.1 第一面 

図 4-1 に示す入力画面を基に入力手順を記載します。 

 

図 4-1 

 

 

「計画書(計画通知書)の種類」 

 計画書(計画通知書)、変更計画書(計画通知書)の何れかにチ

ェック 

「建築主が国等(国、都道府県又は建築主事を置く市町村)」 

 建築主が国等(国、都道府県又は建築主事を置く市町村)の場

合はチェックし、通知書を使用します。 

 
「提出先の所官行政庁又は登録建築物エネルギー消費性能判定機関」 

 所管行政庁名または判定機関名を入力します。 

  

■計画書(計画通知書)の種類 

■届出先の所管行政庁または登録建築物エネルギー消費性能判定機関 

■建築主が国等(国、都道府県又は建築主事を置く市町村) 
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「提出日」 年月日を西暦で入力します。 

 

「提出者の氏名又は主たる事務所の所在地」 

 提出者の住所又は主たる事務所の所在地を入力します。 

 

「退出者の氏名又は名称」提出者の会社名又は氏名を入力します。 

 
「代表者の氏名」 代表者の氏名を入力します。 

 
「設計者の氏名」 設計者の氏名を入力します。 

 

「通知書番号」 前回計画書を提出し、通知を受けた時の通知書番号を入力し

 ます。 

「交付年月日」 年月日を西暦で入力します。 

「通知書交付者」 通知書の交付者を入力します。 

「計画変更の対象の範囲」計画変更の対象の範囲を選択します。 

「計画変更の概要」 変更の概要を入力します。 

「氏名」 通知者官職の氏名を入力します。 

  

■提出日 

■提出者の住所又は主たる事務所の所在地 

■提出者の氏名又は名称 

■代表者の氏名 

■設計者の氏名 

■適合判定通知書 

■通知者官職 
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4.2 第二面 

図 4-2 に示す入力画面を基に入力手順を記載します。 

 

図 4-2 

 

 

「イ．氏名のフリガナ」 会社名、代表者名のフリガナをカタカナで入力します。 

「ロ．氏名」 会社名、代表者名を入力します。 

「ハ．郵便番号」 郵便番号を入力します。 

「ニ．住所」 住所を入力します。 

「ホ．電話番号」 電話番号を入力します。 

 

「イ．資格」 建築士資格の級、登録先、登録番号を入力します。 

「ロ．氏名」 代理者名を入力します。 

「ハ．建築士事務所名」 一行建築士事務所登録の級、登録先、登録番号を入力、二行

 に建築士事務所名を入力します。 

「ニ．郵便番号」 郵便番号を入力します。 

「ホ．所在地」 所在地を入力します。 

「ヘ．電話番号」 電話番号を入力します。 

  

1．建築主 

2．代理者 
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上記と同様（代理者を設計者と読み替える） 
 

「ト．作成した設計図書」 

 作成した設計図書名を入力します。 

 

「申請済」 確認申請がされている場合にチェックを On にし、申請請先の

 行政所管庁名を入力します。 

「未申請」 確認申請が申請前の場合にチェックを On にし、申請予定

 の行政所管庁名を入力します。 

 

「備考」 備考で記載する事項があれば入力します。 

  

3．設計者 

4．確認の申請 

5．備考 
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4.3 第三面 

図 4-3 に示す入力画面を基に入力手順を記載します。 

 

図 4-3 
 
 

 

地名地番、敷地面積等の情報は〈2 基本情報の設定〉にて入力した情報が表示されていま

す。 

 

建築物の用途を選択します。 

 

工事種別を選択します。 

 

建築物の構造について、一部の構造を入力します。主たる構造は〈2 基本情報の設定〉に

て入力した情報が表示されています。 

 

地域の区分は〈2 基本情報の設定〉にて入力した情報が表示されています。 

 

年月日を西暦で入力します。 

  

1．地名地番 ～ 5.建築物の階数 

6．建築物の用途 

7．工事種別 

8．構造 

9．該当する地域の区分 

10．工事着手予定年月日 
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年月日を西暦で入力します。 

 

4.4 第四面 

第四面は、文字列・数値の入力内容が無いため、画面はありません。計画書の出力後に、付近

見取図・配置図を貼付してください。 

  

11．工事完了予定年月日 
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4.5 第五面 

図 4-4 に示す入力画面を基に入力手順を記載します。 

 

図 4-4 

 

 

非住宅部分の用途は〈2基本情報の設定〉にて入力した情報が表示されています。 

 

工事種別に応じた床面積を入力 (建物全体の床面積と、開放部分を除いた床面積) 

増築、改築の場合は、建物全体についてと、増改築部分のみについて入力します。 

 

基準省令附則第３条又は令和４年改正基準省令附則第２項の適用の有無を選択します。ま

た、適用有りの場合には、竣工年月日を入力します。 

 

計算方法により、「基準省令第１条第１項第１号イの基準」（A-repoを用いて計算する場

合。主要室計算法の場合も含む）、「基準省令第１条第１項第１号ロの基準」(モデル建物

法を用いる場合)を選択します。 

  

1．非住宅部分の用途 

2．非住宅部分の床面積 

3．基準省令附則第３条又は令和４年改正基準省令附則第２項の適用の有無 

 適用の有無工事完了予定年月日 

4．非住宅部分のエネルギー消費性能 
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「基準省令第１条第１項第１号イの基準」を選択した場合、一次エネルギー消費量算定

用 WEB プログラム（建築物用）より得られる結果を転記します。 

 
「基準省令第１条第１項第１号ロの基準」を選択した場合、一次エネルギー消費量算定

用 WEB プログラム（建築物用）より得られる結果を転記します。 

 
必要に応じて入力します。 

 
出力する届出書に、「その他を除く一次エネルギー消費量」も印刷する場合、チェックし

ます。 

 

4.6 第六面 

第六面は、文字列・数値の入力内容が無いため、画面はありません。 

印刷される計画書には出力されます。 

 

4.7 第七面 

第七面は、文字列・数値の入力内容が無いため、画面はありません。 

印刷される計画書には出力されます。 

  

 基準一次エネルギー消費量、その他抜きの基準一次エネルギー消費量、 

設計一次エネルギー消費量、その他抜きの設計一次エネルギー消費量 

 BEI 

 備考 

 印刷設定 
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5 計画書(計画通知書)令和７年４月以降 

 

5.1 第一面 

図 5-1 に示す入力画面を基に入力手順を記載します。 

 

図 5-1 

 

 

「計画書(計画通知書)の種類」 

 計画書(計画通知書)、変更計画書(計画通知書)の何れかにチ

ェック 

 

「建築主が国等(国、都道府県又は建築主事を置く市町村)」 

 建築主が国等(国、都道府県又は建築主事を置く市町村)の場

合はチェックし、通知書を使用します。 

 

「提出先の所官行政庁又は登録建築物エネルギー消費性能判定機関」 

 所管行政庁名または判定機関名を入力します。 

  

■計画書(計画通知書)の種類 

■建築主が国等(国、都道府県又は建築主事を置く市町村) 

■届出先の所管行政庁または登録建築物エネルギー消費性能判定機関 



21 

 

「提出日」 年月日を西暦で入力します。 

 

「提出者の氏名又は主たる事務所の所在地」 

 提出者の住所又は主たる事務所の所在地を入力します。 

 

「提出者の氏名又は名称」 

 提出者の会社名又は氏名を入力します。 

 

「代表者の氏名」 代表者の氏名を入力します。 

 

「設計者の氏名」 設計者の氏名を入力します。 

 

「通知書番号」 前回計画書を提出し、通知を受けた時の通知書番号を入力し

 ます。 

「交付年月日」 年月日を西暦で入力します。 

「通知書交付者」 通知書の交付者を入力します。 

「計画変更の概要」 変更の概要を入力します。 

 

「氏名」 通知者官職の氏名を入力します。 

  

■提出日 

■提出者の住所又は主たる事務所の所在地 

■提出者の氏名又は名称 

■代表者の氏名 

■設計者の氏名 

■適合判定通知書 

■通知者官職 
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5.2 第二面 

図 5-2 に示す入力画面を基に入力手順を記載します。 

 

図 5-2 

 

 

「イ．氏名のフリガナ」 社名、代表者名のフリガナをカタカナで入力します。 

「ロ．氏名」 会社名、代表者名を入力します。 

「ハ．郵便番号」 郵便番号を入力します。 

「ニ．住所」 住所を入力します。 

「ホ．電話番号」 電話番号を入力します。 
 

 

「イ．氏名」 代理者名を入力します。 

「ロ．勤務先」 勤務先を入力します。 

「ハ．郵便番号」 郵便番号を入力します。 

「ニ．住所」 住所を入力します。 

「ホ．電話番号」 電話番号を入力します。 

  

1．建築主 

2．代理者 



23 

 

「イ．資格」 建築士資格の級、登録先、登録番号を入力します。 

「ロ．氏名」 代理者名を入力します。 

「ハ．建築士事務所名」 一行目建築士事務所登録の級、登録先、登録番号を入力、

 二行目に建築士事務所名を入力します。 

「ニ．郵便番号」 郵便番号を入力します。 

「ホ．所在地」 所在地を入力します。 

「ヘ．電話番号」 電話番号を入力します。 

「ト．作成した設計図書」作成した設計図書名を入力します。 

 

「申請済」 確認申請がされている場合にチェックを On にし、申請先の行

 政所管庁名を入力します。 

「未申請」 確認申請が申請前の場合にチェックを On にし、申請予定の行

 政所管庁名を入力します。 

 

「備考」 備考で記載する事項があれば入力します。 

  

3．設計者 

4．確認の申請 

5．備考 
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5.3 第三面 

図 5-3 に示す入力画面を基に入力手順を記載します。 

 

図 5-3 

 

 

地名地番、敷地面積等の情報は〈2 基本情報の設定〉にて入力した情報が表示されていま

す。 

 

建築物の用途を選択します。 

 

工事種別を選択します。 

 

建築物の構造について、一部の構造を入力します。主たる構造は〈2 基本情報の設定〉に

て入力した情報が表示されています。 

 

地域の区分は〈2 基本情報の設定〉にて入力した情報が表示されています。 

 

年月日を西暦で入力します。 

  

1．地名地番 ～ 5.建築物の階数 

6．建築物の用途 

7．工事種別 

8．構造 

9．該当する地域の区分 

10．工事着手予定年月日 
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年月日を西暦で入力します。 

  

11．工事完了予定年月日 
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5.4 第四面 

図 5-4 に示す入力画面を基に入力手順を記載します。 

 

図 5-4 

 

 

非住宅部分の用途は〈2基本情報の設定〉にて入力した情報が表示されています。 

 

建築物の住戸の数は、表示されません。 

 

工事種別に応じた床面積を入力 (建物全体の床面積と、開放部分を除いた床面積) 

増築、改築の場合は、建物全体についてと、増改築部分のみについて入力します。 

 

計算方法により、「基準省令第１条第１項第１号イの基準」（A-repoを用いて計算する場

合。主要室計算法の場合も含む）、「基準省令第１条第１項第１号ロの基準」(モデル建物

法を用いる場合)を選択 

  

1．非住宅部分の用途 

2．建築物の住戸の数 

3．建築物の床面積 

4．非住宅部分のエネルギー消費性能 

【イ．非住宅建築物】 

（一次エネルギー消費量に関する事項） 
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「基準省令第１条第１項第１号イの基準」を選択した場合、一次エネルギー消費量算定

用 WEB プログラム（建築物用）より得られる結果を転記 

 
「基準省令第１条第１項第１号ロの基準」を選択した場合、一次エネルギー消費量算定

用 WEB プログラム（建築物用）より得られる結果を転記 

 
必要に応じて入力します。 

 

5.5 第五面 

第六面は、文字列・数値の入力内容が無いため、画面はありません。印刷される計画書には出

力されます。 

  

基準一次エネルギー消費量、設計一次エネルギー消費量 

BEI 

 備考 
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6 室・空調ゾーン登録 

6.1 建築物の名前 

室・空調ゾーン登録に必要な建築物の名前を登録します。 

最大 30 行まで登録できます。 

 

 

 

 「室・空調ゾーンで使用」 

 室・空調ゾーン登録の建築物の名称に設定されている場合は

 「○」が表示 

 「名前」 建築物の名前を入力 
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6.2 室・空調ゾーン登録 

入力手順を記載するとともに、図 6-1 及び図 6-2 の事務所ビル 2 階を事例とした入力値を図 

6-3 に併せて記載します。 

 

 
図 6-1『2 階平面図』 
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図 6-2『立面図』 

 

 
 

 

図 6-3 
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 「室名/空調ゾーン名」 室名を文字列で入力 

 「建物用途」 建物用途を選択設定 

 「室用途 - 大分類」 室用途の大分類を選択設定 

 「室用途 - 小分類」 室用途の小分類を選択設定 

 「住宅共用部」 住宅共用部であればチェック 

 「室面積」 室面積を数値で入力（単位：㎡） 

 「階高」 階高を数値で入力（単位：m） 

 「天井高」 天井高を数値で入力（単位：m） 

 「空調､換気､照明､給湯」「計算対象」 

 対象室であればチェック 

 注）給湯対象室は「給湯設備が設置 される室」ではなく、「湯を

 利用する可能性のある人が存在する室
．．．．．．．．．．．．．．．．．

」を選択してください。 

 「空調､換気､照明､給湯」「主要室」 

 主要室であればチェック 

 「建築物の名称」 建築物の名称を選択設定 

 「備考」 備考があれば入力 
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7 建築外皮 

入力手順を記載するとともに、図 7-1 と図 7-2 に示すような 2 階事務室の南側外皮を事例と

した入力値を併せて記載します。 

 
図 7-1『2 階平面図』 
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図 7-2『南立面図、断面詳細図』 
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7.1 外皮構成 

外壁、屋根、外床、接地壁（壁）、接地壁（床） 

図 7-2 Ａ－Ａ断面を例に入力手順を記載します。外壁の例を示しますが、屋根、外床、接地壁

（壁）及び接地壁（床）についてもタブ選択を除けば入力手順は同様です。 

1. 処理メニューの「外皮構成」、「外壁」タブを選択 

2. 「部位名称」 任意の文字列を入力（図 7-3 参照） 

［本事例では「OW1」と入力］ 

3. ボタンをクリック 

 

 

図 7-3 
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4. 「建材番号」 建材番号を入力（図 7-4 参照）またはダブルクリックする事

 でリスト（図 7-5 参照）が表示されるので該当する建材を選

 択 

 

図 7-4 図 7-5 

5. 「厚み」 部材の厚さを数値で入力（単位：mm） 

 
図 7-6 

6. 「備考」 備考で記載する事項があれば入力 
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4 のみ以下の様に入力してください。表 7-1 の入力例を図 7-7 に示します。 

1） 建材番号を 0（ゼロ）と入力 

2） 建材名称を入力 

3） 熱伝導率λ（単位：W/(m･K)）を入力 

4） 画像番号を入力 

5） 備考で記載する事項があれば入力 

表 7-1 

材料名 厚さ 

【mm】 

熱伝導率λ 

【W/(m･K)】 

コ ン ク リ ー ト 150.0 － 

ポリスチレンフォーム 25.0 0.036 

非 密 閉 空 気 層 － － 

石 膏 ボ ー ド 12.5  

 

 
図 7-7 

  

【補 足】 リストに該当する建材がない場合（カタログの熱伝導率等を入力） 
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7.2 開口部 

図 7-2 Ｂ－Ｂ断面を例に入力手順を記載します。 

1. 処理メニューの「外皮構成」、「開口部」タブを選択 

2. 「開口部名称」 任意の文字列を入力（図 7-8 参照） 

 

 
図 7-8 

3. ボタンをクリック 

4. 「建具の種類」 建具の種類を選択（図 7-9 参照） 

 
図 7-9 
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5. 「ガラス構成」 ガラス構成を選択（図 7-10 参照） 

 

図 7-10 
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1） 入力方法 ガラス直接入力を選択 

2） 建具の種類 プルダウンリストより選択 

3） ガラスの種類 ガラスの種類を入力 

4） 熱貫流率 U 熱貫流率を入力（単位：W/(㎡･K)） 

5） 日射熱取得率η 日射熱取得率を入力 

6） ブラインド有無 4）と 5）で入力した熱貫流率 U 及び日射熱取得率ηが、

 ブラインドなしの物性値の場合にはなし、ありの物性値の

 場合にはありを選択 

 

表 7-2 

ガラス 熱貫流率 U 

【W/(㎡･K)】 
日射熱取得率η 

普通三層複層ガラス 

FL3 + (A12) ＋ FL3 + (A12) + 

FL3 

1.95 0.70 

 

 
図 7-11 

  

【補 足】 カタログ等の物性値（熱貫流率、日射熱取得率）を入力する場合 
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7.3 日除け 

図 7-2 Ｂ－Ｂ断面を例に入力手順を記載します。 

1. 処理メニューの「外皮構成」、「日除け」タブを選択 

2. 「日除け名称」 任意の文字列を入力（図 7-12 参照） 

3. 「サイドフィン」 プルダウンリストより選択（図 7-12 参照） 

 
図 7-12 

 

4. 寸法を入力 x1、x2、x3、y1、y2、y3、zy+、zy-を数値で入力 

 （図 7-13 参照） ※Ver4.0.7 から y3、zy- は入力不可となりました。 

 
図 7-13 
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5. 「Web 取得」 日除け効果係数を Web取得する場合はチェック 

 （図 7-14 参照） 

 

右下側の「日除け効果係数 Web 取得」ボタンを押すことにより、「Web 取得」チェックボ

ックスにチェックを入れた日除けの日除け効果係数が自動取得され、日除けの数値が取得

値に上書きされます。また、「計算結果 PDF を取得」をチェックした状態で「日除け効果

係数 Web 取得」ボタンを押すと、計算結果 PDF を保存することができます。中央右下側の

「日除け効果係数算出ツール」リンクを押す事により、当該ツールサイトが表示されます。 

 

 
図 7-14 

  



42 

7.4 外皮面積 

空調室と非空調室の部位面積を入力します。本画面には〈6 室・空調ゾーン登録〉で空調対象室

として設定した室は『外皮面積（空調室）画面』に空調ゾーン名（室名）、非空調対象室として設定

した室は『外皮面積（非空調室）画面』に非空調ゾーン名（室名）が予め表示されています。 

 

外皮面積（空調室） 

本画面の登録内容は PAL＊及び空調一次エネルギー消費量の算定に用います。 

 

 
図 7-15 

「外皮なし」 空調ゾーン名（室名）の全
．
方位の壁、床、天井が外気

．．
又は
．．

土壌
．．

 接しない
．．．．

場合にはチェック 

「方位」 プルダウンリストより方位を選択 

 

「部位名称」 外皮リストより登録済みの部位名称を選択設定 

「幅、階高」 外皮幅を入力（単位:m） 

「面積」 外皮面積（窓含む）を入力（単位:㎡） 

 

「開口部名称」 開口部、日除けリストより登録済みの開口部名称を選択設定 

「日除け名称」 開口部、日除けリストより登録済みの日除け名称を選択設定 

注）「開口部名称」、「日除け名称」は同時に選択設定してください。 

「幅、高さ」 開口部の幅及び高さを入力（単位:m） 

「面積」 開口部の面積を入力（単位:㎡） 

「ブラインド」 選択設定した開口部にブラインドが設置される場合 はチェ

 ック 

「日除け効果係数」 日除けを設定した場合、[外皮構成－日除け]の日除け効果係

 が転記されます。 

「備考」 備考で記載する事項があれば入力 

 

外皮面積（非空調室） 

画面項目については外皮面積（空調室）と同様です。 

  

■外皮 

■開口部／日除け 
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8 空調設備 

入力手順を記載するとともに、表 8-1、表 8-2 及び図 8-1 の 2 階事務室及び会議室を事例と

した入力値を併せて記載します。 

表 8-1 

機器 

番号 

機器 

名称 

屋外機 室内機 

台数 
機器能力 

冷／暖(kW) 

消費電力 

冷／暖(kW) 

機器能力 

冷／暖(kW) 

送風量 

(㎥ / 

h)  

消費電力 

（kW） 

EHP1 
空冷 HP 

ビル用 

マルチ 

112.0／125.0 35.10／34.10 － － － 1 

EHP1－1 － － 11.2／12.5 2010 0.187 8 

EHP1－2 － － 5.6／6.3 960 0.052 2 

 

表 8-2 

機器番号 機器名称 風量 動力 台数 備考 

HEX1 全熱交換器 400CMH 100W×2 2 交換効率 60％ 

HEX2 全熱交換器 300CMH 75W×2 1 〃 

 

 
図 8-1 
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8.1 機器登録（パッケージ方式） 

屋外機・室内機 

 
図 8-2 

 

 

「機器番号」 機器表等から機器番号を入力 

［表 8-1 より「EHP1」を入力］ 

「熱源機種」 プルダウンリストより屋外機の熱源種類を選択 

［「パッケージエアコンディショナ(空冷式)」を選択］ 

「熱源機種」 プルダウンリスト（「マルチ」、「1：1」、「ツイン(同一室同時運

転型)」）より選択 

［「マルチ」を選択］ 

「冷暖同時供給」 冷暖同時供給システムであればチェック ［本事例では無し］ 

「台数制御」 制御を行う場合にはチェック      ［本事例では無し］ 

「蓄熱システム」 蓄熱システムがある場合には運転モードをプルダウンリスト

より選択し、蓄熱容量を数値で入力（単位：MJ） 

［本事例では無し］ 

  

■屋外機 
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「運転順位」 台数制御にチェックを行った場合には運転順位を数値で入力 

［台数制御が無いため、入力無し］ 

「定格冷却能力」 屋外機の定格冷却能力を数値で入力（単位：kW／台） 

［表 8-1 より「112.0」を入力］ 

「主機定格消費エネルギー」 

主機の定格消費エネルギーを数値で入力 

［表 8-1 より「35.10」を入力］ 

「補機定格消費電力」 補機の定格消費電力を数値で入力（単位：kW／台） 

［本事例では無し］ 

 

「運転順位」 台数制御にチェックを行った場合には運転順位を数値で入力 

［台数制御が無いため、入力無し］ 

「定格暖房能力」 屋外機の定格暖房能力を数値で入力（単位：kW／台） 

［表 8-1 より「125.0」を入力］ 

「主機定格消費エネルギー」 

主機の定格消費エネルギーを数値で入力 

［表 8-1 より「34.10」を入力］ 

「補機定格消費電力」 補機の定格消費電力を数値で入力（単位：kW／台） 

［本事例では無し］ 

  

冷熱生成 

温熱生成 
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「機器番号」 機器表等から機器番号を入力 

［表 8-1 より「EHP1－1」を入力］ 

［表 8-1 より「EHP1－2」を入力］ 

 

「定格冷却能力」 室内機の定格冷却能力を数値で入力（単位：kW／台） 

［表 8-1 より EHP1－1には「11.2」を入力］ 

［表 8-1 より EHP1－2には「5.6」を入力］ 

 

「定格暖房能力」 室内機の定格暖房能力を数値で入力（単位：kW／台） 

［表 8-1 より EHP1－1には「12.5」を入力］ 

［表 8-1 より EHP1－2には「6.3」を入力］ 

 

「設計最大外気風量」 室内機の定格風量を数値で入力（単位：㎥／h･台） 

［表 8-1 より EHP1－1には「2010」を入力］ 

［表 8-1 より EHP1－2には「960」を入力］ 

「送風機定格消費電力」 送風機の定格消費電力を数値で入力（単位：kW／台） 

［表 8-1 より EHP1－1には「0.187」を入力］ 

［表 8-1 より EHP1－2には「0.052」を入力］ 

「風量制御方式」 インバータ等により送風機の回転数を自動で制御する場合に

はチェック 

［本事例では採用無し］ 

「変風量時最小風量比」 定格風量に対する最小風量設定値の比率を数値で入力（単

位：％） 

 

「予熱時外気取り入れ停止」 

 制御を行う場合にはチェック ［本事例では採用無し］ 

「外気冷房制御」 制御を行う場合にはチェック ［本事例では採用無し］ 

■室内機 

冷熱生成 

温熱生成 

送風機 

予熱時外気取り入れ停止、外気冷房制御 
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「有」 全熱交換器組込みの場合にはチェック 

［本事例では採用無し］ 

「直膨式」 直膨式の場合にはチェック 

［本事例では採用無し］ 

「定格風量」 全熱交換器の処理する設計風量を数値で入力（単位：㎥／h･台） 

注）給気風量と排気風量が異なる場合は、給気風量を入力 

［本事例では採用無し］ 

「交換効率（冷房時）」 交換効率を数値で入力（単位：％） 

［本事例では採用無し］ 

「交換効率（暖房時）」 交換効率を数値で入力（単位：％） 

［本事例では採用無し］ 

「バイパス制御」 制御を行う場合にはチェック 

［本事例では採用無し］ 

「ロータ消費電力」 ロータ消費電力を数値で入力（単位：kW／台） 

注）全熱交換器が回転式の場合 

［本事例では採用無し］ 

「様式 2-9 全熱交換器」用入力列 

 基本情報の「建設一次エネルギー消費量（機器登録）／様式

2-9.(空調)全熱交換器の入力を行う」にチェックを設定する

ことで入力可能 

※「2-9）全熱交換器」の部分へ入力すると入力シートの様式 

2-9.(空調)全熱交換器へ出力され、様式 2-7.空調機の「⑮全

熱交換器の有無及び様式 2-9 記載の有無」に"全熱交換器あ

り・様式 2-9 記載あり"と出力します。 

 

注）熱源機種の燃料種類、主機消費エネルギーの入力単位を以下のように設定した場合に

は、一次エネルギー換算値を併せて入力してください。 

①『都市ガス』かつ
．．

主機消費エネルギー入力単位を『N㎥/ｈ･台』に設定した場合 

②『ＬＰＧ（液化石油ガス）』かつ
．．

主機消費エネルギー入力単位を『kg/ｈ･台』又は『Ｎ㎥/ｈ･台』

に設定した場合 

 

 

機器登録した室内機は、同一の空調ゾーンに全て設定する必要があります。室内機を異なる

空調ゾーンで使用する場合は、熱源機種をマルチで登録してください。 

  

全熱交換器（直膨コイル付全熱交換器ユニット等の場合に入力） 

【補 足】 熱源機種がツイン(同一室同時運転型)の場合 
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全熱交ユニット、送風機、放熱器、天井放射冷暖房パネル 

 
図 8-3 

 

「機器番号」 機器表等から機器番号を入力 

［表 8-2 より「HEX1」を入力］ 

［表 8-2 より「HEX2」を入力］ 

「設計最大外気風量」 送風機の設計風量を数値で入力（単位：㎥／h台） 

［表 8-2 より HEX1には「400」を入力］ 

［表 8-2 より HEX2には「300」を入力］ 

「送風機定格消費電力」 送風機の定格消費電力を数値で入力（単位：kW／台） 

［表 8-2 より HEX1の外気には「0.1」、排気には「0.1」を入

力］ 

［表 8-2 より HEX2 の外気には「0.075」、排気には「0.075」

を入力］ 

「風量制御方式」 インバータ等により送風機の回転数を自動で制御する場合に

はチェック 

［本事例では採用無し］ 
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「変風量時最小風量比」 定格風量に対する最小風量設定値の比率を数値で入力（単

位：％） 

［本事例では採用無し］ 

 

「予熱時外気取り入れ停止」 

 制御を行う場合にはチェック 

［本事例では採用無し］ 

「外気冷房制御」 制御を行う場合にはチェック 

［本事例では採用無し］ 

 

「設計風量」 全熱交換器の処理する設計風量を数値で入力（単位：㎥／h 台） 

［表 8-2 より HEX1は「400」を入力］ 

［表 8-2 より HEX2は「300」を入力］ 

「交換効率（冷房時）」 交換効率を数値で入力（単位：％） 

［表 8-2 より HEX1は「60」を入力］ 

［表 8-2 より HEX2は「60」を入力］ 

「交換効率（暖房時）」 交換効率を数値で入力（単位：％） 

［表 8-2 より HEX1は「60」を入力］ 

［表 8-2 より HEX2は「60」を入力］ 

「自動換気切替機能」 制御を行う場合にはチェック 

［本事例では採用無し］ 

「ロータ消費電力」 ロータ消費電力を数値で入力（単位：kW／台） 

注）全熱交換器が回転式の場合 

［本事例では入力無し］ 

「様式 2-9全熱交換器」用入力列 

 基本情報の「建設一次エネルギー消費量（機器登録）／様式

2-9.(空調)全熱交換器の入力を行う」にチェックを設定する

ことで入力可能 ※「2-9）全熱交換器」の部分へ入力すると

入力シートの様式 2-9.(空調)全熱交換器へ出力され、様式 2-

7.空調機の「⑮全熱交換器の有無及び様式 2-9 記載の有無」

に"全熱交換器あり・様式 2-9 記載あり"と出力します。 

  

予熱時外気取り入れ停止、外気冷房制御 

全熱交換器 
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8.2 ゾーン・空調機設定（パッケージ方式） 

 

 
図 8-4 

 

 

「機器番号」 室負荷処理機を登録済みの機器リストより選択設定 

［図 8-1 より事務室には「EHP1－1」、「HEX1」を選択設定］ 

［図 8-1 より会議室には「EHP1－2」、「HEX2」を選択設定］ 

「台数」 機器台数を入力 

〈8.2.2 機器台数と複数室空調〉参照 

［図 8-1 より「EHP1－1」には台数「8」、「HEX1」には台数「2」

を入力］ 

［図 8-1 より「EHP1－2」には台数「2」、「HEX2」には台数「1」

を入力］ 

「複数室空調」 複数室空調を行う空調機群の場合にはチェック 

〈8.2.2 機器台数と複数室空調〉参照 

［図 8-1 より本事例では無し］ 

「群名称（空調機）」 空調機群を構成する機器番号、階及び室名を組み合わせた空

調機群名称を自動生成 

 
 

 

「室負荷処理と同じ」 室負荷処理と外気負荷処理を同一の機器で行う場合、若しく

は外気負荷を専用に処理する室内機が設置されていない場合

にはチェック 

［本事例では外気負荷を専用に処理する室内機が設置されて

いないためチェック］ 
 

 

上記と同様 

 
備考で記載する事項があれば入力 

  

■室負荷処理 

■外気負荷処理 

室負荷処理機と外気負荷処理機が同一、 

若しくは外気負荷処理機が設置されていない場合 

室負荷処理機と外気負荷処理機が異なる場合 

■備考 
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非主要室を表示させたい場合はチェック 

  

■非主要室を表示 
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機器台数と複数室空調 

負荷処理設定 「台数」の補足をしておきます。選択した「機器番号」が複数種類あり、『一部

の機器番号のみが同一複数の負荷等を処理している』場合、それぞれの室の台数は、室への供

給量等で設置台数を按分した値としてください。また、負荷処理設定 「複数室空調」の補足を

しておきます。選択した「機器番号」（複数種類の機器番号がある場合は全て）が『同一複数の

室の負荷等を処理している』場合にはチェックをしてください。以下の図 8-5から図 8-13を

具体例に表 8-から表 8-に機器台数の按分要否と複数室空調に該当するか否かを示しておき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    図 8-5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8-6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8-7 

 

 

 

表 8-3 

図番号 機器番号 台数按分要否 複数室空調 

図 8-5 
PAC1 否 

非該当 
PAC2 否 

図 8-6 

PAC1 否 

非該当 PAC2 否 

EF1 要 

図 8-7 

PAC1 否 

非該当 
PAC2 否 

EF1 否 

EF2 否 

 

 

 

■1 対 1 
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    図 8-8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8-9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8-10 

 

 

 

表 8-4 

図番号 機器番号 按分要否 複数室空調 

図 8-8 
MAC1－1 否 

非該当 
MAC1－2 否 

図 8-9 

MAC1－1 否 

非該当 MAC1－2 否 

EF1 要 

図 8-10 

MAC1－1 否 

非該当 
MAC1－2 否 

EF1 否 

EF2 否 

 

 

 

■ビル用マルチ（天井カセット型） 
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    図 8-11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8-12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8-13 

 

 

表 8-5 

図番号 機器番号 按分要否 複数室空調 

図 8-11 AC1 否 該当 

図 8-12 
AC1 否 

該当 
EF1 否 

図 8-13 

AC1 要 

非該当 EF1 否 

EF2 否 

■ビル用マルチ（天井隠蔽ダクト式） 
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次に、セントラル方式の入力手順を記載するとともに、表 8-から表 8-及び図 8-14 の 2 階事

務室及び会議室を事例とした入力値を併せて記載します。 

表 8-6 

機器番号 機器名称 
機器能力 

冷／暖(kW) 

水量 

（ℓ／min） 

温度条件 

入口／出口 

消費電力 

冷／暖(kW) 
台数 

HP1 空冷 HP 510.0／540.0 800 
17.0／7.0（冷） 

34.5／45.0（暖） 
142.0／142.0 1 

 

表 8-7 

機器番号 機器名称 
水量 

（ℓ／min） 

消費電力 

（kW） 

温度差 

冷／暖(℃) 
台数 備考 

PCH1 
冷温水 

一次ポンプ 
800 3.7 10.0／10.5 1 － 

PCH2 
冷温水 

二次ポンプ 
400 7.5 10.0／10.5 2 

台数制御 

INV 

（30～100%）） 

 

表 8-8 

機器番号 機器名称 
機器能力 

冷／暖(kW) 

消費電力 

（kW） 

風量 

（㎥／h） 
台数 備考 

OHU1 外調機 14.6／11.3 0.75 1100 1 
2 方弁制御 

（変流量） 

FCU1 
ファン 

コイルユニット 
6.0／10.0 0.17 1250 14 〃 

FCU2 
ファン 

コイルユニット 
4.5／7.5 0.13 950 3 〃 

 

 
図 8-14 
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8.3 機器登録（セントラル方式） 

熱源機 

 
図 8-15 

「機器番号」 機器表等から機器番号を入力 

［表 8-6 より「HP1」を入力］ 

「熱源機種」 大分類、小分類のプルダウンリストより熱源機の種類を選択 

［「ウォータチリングユニット(空冷式)」、「空冷式」を選択］ 

 

「送水温度」 冷熱生成時の冷水やブライン等の熱源出口温度を数値で入力

（単位：℃） 

［表 8-6 より「7.0」を入力］ 

「定格冷却能力」 定格冷却能力を数値で入力（kW／台） 

［表 8-6 より「510.0」を入力］ 

「主機定格消費エネルギー」 

主機の定格消費エネルギーを数値で入力 

［表 8-6 より「142.0」を入力］ 

「補機定格消費電力」 補機の定格消費電力を数値で入力（kW／台） 

［本事例では無し］ 

■冷熱生成 
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「送水温度」 温熱生成時の温水やブライン等の熱源出口温度を数値で入力

（単位：℃） 

［表 8-6 より「45.0」を入力］ 

「定格暖房能力」 定格暖房能力を数値で入力（kW／台） 

［表 8-6 より「540.0」を入力］ 

「主機定格消費エネルギー」 

主機の定格消費エネルギーを数値で入力 

［表 8-6 より「142.0」を入力］ 

「補機定格消費電力」 補機の定格消費電力を数値で入力（kW／台） 

［本事例では無し］ 

 

注）熱源機種の燃料種類、主機消費エネルギーの入力単位を以下のように設定した場合に

は、一次エネルギー換算値を併せて入力してください。 

①『都市ガス』かつ
．．

主機消費エネルギー入力単位を『N㎥/ｈ･台』に設定した場合 

②『ＬＰＧ（液化石油ガス）』かつ
．．

主機消費エネルギー入力単位を『kg/ｈ･台』又は『Ｎ㎥/ｈ･台』

に設定した場合 

③地域熱供給の場合 

 

Ver.4.0.8 より、「熱源補機定格消費電力」が熱源機種関係なく入力可能となりました。 

  

■温熱生成 
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一次ポンプ 

 
図 8-16 

「機器番号」 機器表等から機器番号を入力 

［表 8-7 より「PCH1」を入力］ 

「ポンプ種類」 該当するポンプにチェック（「冷水」、「温水」、「冷温水」） 

［表 8-7 にチェック］ 

「定格消費電力」 一次ポンプの定格消費電力を数値で入力（単位：kW／台） 

［表 8-7 より「3.7」を入力］ 

 

注）一次ポンプと二次ポンプが兼用されるシステムについては、一次ポンプとして登録を

行ってください。 
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冷却塔・冷却水ポンプ 

 
図 8-17 

■冷却塔 

「機器番号」 機器表等から機器番号を入力 

［本事例では冷却塔無し］ 

「定格冷却能力」 冷却塔の定格冷却能力を数値で入力（単位：kW／台） 

「ファン消費電力」 冷却塔ファンの定格消費電力を数値で入力（単位：kW／台） 

 

■冷却水ポンプ 

「機器番号」 機器表等から機器番号を入力 

［本事例では冷却水ポンプ無し］ 

「定格消費電力」 冷却水ポンプの定格消費電力を数値で入力（単位：kW／台） 

  



52 

二次ポンプ 

 
図 8-18 

「機器番号」 機器表等から機器番号を入力 

［表 8-7 より「PCH2」を入力］ 

「冷房時温度差」 冷房時に二次側空調系統へ送水する冷水の往き温度と還り温

度との温度差を数値で入力（単位：℃） 

［表 8-7 より「10.0」を入力］ 

「暖房時温度差」 暖房時に二次側空調系統へ送水する温水の往き温度と還り温

度との温度差を数値で入力（単位：℃） 

［表 8-7 より「10.5」を入力］ 

「定格流量」 定格流量（設計流量）を数値で入力（単位：L／min 台） 

［表 8-7 より「400」を入力］ 

「定格消費電力」 定格消費電力を数値で入力（単位：kW／台） 

［表 8-7 より「7.5」を入力］ 

「流量制御方式」 インバータ等によりポンプの回転数を制御する場合にはチェック 

「変流量時最小流量比」 定格流量に対する最小流量設定値の比率を数値で入力（単

位：％） 

［表 8-7 より「30」を入力］ 
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空調機 

 
図 8-19 

「機器番号」 機器表等から機器番号を入力 

［表 8-8 より「OHU1」を入力］ 

「定格冷却能力」 設計図の機器リストに表記された必要冷却能力を数値で入力

（単位：kW／台） 

［表 8-8 より「14.6」を入力］ 

「定格暖房能力」 設計図の機器リストに表記された必要暖房能力を数値で入力

（単位：kW／台） 

［表 8-8 より「11.3」を入力］ 

「設計最大外気風量」 送風機の設計風量を数値で入力（単位：㎥／h台） 

［表 8-8 より「1100」を入力］ 

「送風機定格消費電力」 送風機の定格消費電力を数値で入力（単位：kW／台） 

［表 8-8 より「0.75」を入力］ 

「風量制御方式」 インバータ等により送風機の回転数を自動で制御する場合に

はチェック 

［本事例では無し］ 

「変風量時最小風量比」 定格風量に対する最小風量設定値の比率を数値で入力（単

位：％） 

［本事例では無し］ 

 

「予熱時外気取り入れ停止」 

 制御を行う場合にはチェック 

［本事例では無し］ 

「外気冷房制御」 制御を行う場合にはチェック 

［本事例では無し］ 

  

予熱時外気取り入れ停止、外気冷房制御 



54 

 

「有」 全熱交換器組込みの場合にはチェック 

［本事例では採用無し］ 

「直膨式」 直膨式の場合にはチェック 

［本事例では採用無し］ 

「設計風量」 全熱交換器の処理する設計風量を数値で入力（単位：㎥／h･台） 

注）給気風量と排気風量が異なる場合は、給気風量を入力 

「交換効率（冷房時）」 交換効率を数値で入力（単位：％） 

「交換効率（暖房時）」 交換効率を数値で入力（単位：％） 

「自動換気切替機能」 制御を行う場合にはチェック 

「ロータ消費電力」 ロータ消費電力を数値で入力（単位：kW／台） 

注）全熱交換器が回転式の場合 

「様式 2-9全熱交換器」用入力列 

 基本情報の「建設一次エネルギー消費量（機器登録）／様式

2-9.(空調)全熱交換器の入力を行う」にチェックを設定する

ことで入力可能  

※「2-9）全熱交換器」の部分へ入力すると入力シートの様式 

2-9.(空調)全熱交換器へ出力され、様式 2-7.空調機の「⑮全

熱交換器の有無及び様式 2-9 記載の有無」に"全熱交換器あ

り・様式 2-9 記載あり"と出力します。 

  

全熱交換器（全熱交換器組込型空調機等の場合に入力） 
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FCU 

 
図 7-20 

「機器番号」 機器表等から機器番号を入力 

［表 8-8 より「FCU1」を入力］ 

［表 8-8 より「FCU2」を入力］ 

「定格冷却能力」 設計図の機器リストに表記された必要冷却能力を数値で入力

（単位：kW／台） 

［表 8-8 より FCU1には「6.0」を入力］ 

［表 8-8 より FCU2には「4.5」を入力］ 

「定格暖房能力」 設計図の機器リストに表記された必要暖房能力を数値で入力

（単位：kW／台） 

［表 8-8 より FCU1には「10.0」を入力］ 

［表 8-8 より FCU2には「7.5」を入力］ 

「設計最大外気風量」 送風機の設計風量を数値で入力（単位：㎥／h台） 

［表 8-8 より FCU1には「1250」を入力］ 

［表 8-8 より FCU2には「950」を入力］ 

「送風機定格消費電力」 送風機の定格消費電力を数値で入力（単位：kW／台） 

［表 8-8 より FCU1には「0.17」を入力］ 

［表 8-8 より FCU2には「0.13」を入力］ 

「風量制御方式」 インバータ等により送風機の回転数を自動で制御する場合に

はチェック 

［本事例では無し］ 

「変風量時最小風量比」 定格風量に対する最小風量設定値の比率を数値で入力（単

位：％） 

［本事例では無し］ 
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全熱交ユニット、送風機、放熱器、天井放射冷暖房パネル 

入力手順は、パッケージ方式と同様です。〈8.1.2 全熱交ユニット、送風機、放熱器、天井放

射冷暖房パネル〉を参照してください。 

また、入力情報はパッケージ方式と共有されます。 

  



57 

8.4 熱源・二次ポンプ群設定（セントラル方式） 

熱源群 

 
 

 
図 8-21 

 

「機器番号・台数」 熱源群を構成する機器を登録済みの機器リストより選択設定

し、台数を入力 

［図 8-14 より「HP1」を選択設定し、台数「1」を入力］ 

「熱源群名称」 熱源群名称を任意の文字列で入力 

［「HP1」と入力］ 

「冷暖同時供給」 冷暖同時供給システムであればチェック 

［本事例では無し］ 

「台数制御」 同一熱源群の中に熱源機が複数台あり、負荷に応じて運転台

数が自動で制御される場合にはチェック 

［本事例では無し］ 

「蓄熱システム」 蓄熱システムがある場合には運転モードをプルダウンリスト

より選択し、蓄熱容量を数値で入力（単位：MJ） 

［本事例では無し］ 
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「熱源運転順位」 熱源の台数制御にチェックを行った場合には運転順位を数値

で入力 

［本事例では無し］ 

 

「機器番号・台数」 熱源群を構成する一次ポンプを登録済みの機器リストより選

択設定し、台数を入力 

［図 8-14 より「PCH1」を選択設定し、台数「1」を入力］ 

 

「冷却塔」 熱源群を構成する冷却塔を登録済みの機器リストより選択設

定し、台数を入力 

［本事例では無し］ 

「冷却水ポンプ」 熱源群を構成する冷却水ポンプを登録済みの機器リストより

選択設定し、台数を入力 

 

「熱源運転順位」 熱源の台数制御にチェックを行った場合には運転順位を数値

で入力 

［本事例では無し］ 

 

「機器番号・台数」 熱源群を構成する一次ポンプを登録済みの機器リストより選

択設定し、台数を入力 

［図 8-14 より「PCH1」を選択設定し、台数「1」を入力］ 

  

■冷熱生成 

一次ポンプ 

冷却塔、冷却水ポンプ 

■温熱生成 

一次ポンプ 
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二次ポンプ群 

 
図 8-22 

 

「機器番号・台数」 二次ポンプ群を構成する機器を登録済みの機器リストより選

択設定し、台数を入力 

［図 8-14 より「PCH2」を選択設定し、台数「1」を入力］ 

「二次ポンプ群名称」 任意の文字列を入力 

［「PCH2」と入力］ 

「台数制御」 ポンプ群の中にポンプが複数台あり、負荷に応じて運転台数

が自動で制御される場合にはチェック 

［本事例ではチェック］ 

「運転順位」 台数制御にチェックを設定した場合には運転順位を入力 

［本事例では「1」、「2」と入力］ 
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8.5 ゾーン・空調機設定（セントラル方式） 

空調対象室の室負荷処理機及び外気負荷処理機を登録済みの機器リストから選択設定する事

により空調対象室と空調機群の関連付けを行います。なお、室負荷処理機はパッケージ方式の

空調機、外気負荷処理機はセントラル方式の空調機など空調方式が異なる場合には、各方式の

負荷処理設定画面で設定してください。 

 

 

 
図 8-23 

 

●事務室 

 

「機器番号」 室負荷処理機を登録済みの機器リストより選択設定 

［図 8-14 より「FCU1」を選択設定］ 

「台数」 機器台数を入力 

〈8.5.2 機器台数と複数室空調〉 

［図 8-14 より「14」を入力］ 

「複数室空調」 複数室空調を行う空調機群の場合にはチェック 

〈8.5.2 機器台数と複数室空調〉 

［本事例ではチェック無し］ 

「群名称」 空調機群を構成する機器番号、階及び室名を組み合わせた空

調機群名称を自動生成 

  

■室負荷処理 
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「二次ポンプ群または熱源群」 

空調機群の二次ポンプ群または熱源を選択（同一系統に二次

ポンプ群と熱源群がある場合には、二次ポンプ群を優先） 

［図 8-14 より宣言済みの二次ポンプ群「PCH2」を選択］ 

 

「室負荷処理と同じ」 室負荷処理と外気負荷処理を同一の機器で行う場合、若しく

は外気負荷を専用に処理する室内機が設置されていない場合

にはチェック 

［本事例ではチェック無し］ 

「機器番号」 外気負荷処理機を登録済みの機器リストより選択設定 

［図 8-14 より「OHU1」を選択設定］ 

「台数」 機器台数を入力 

［図 8-14 より「1」を入力］ 

「複数室空調」 複数室空調を行う空調機群の場合にはチェック 

［図 8-14 より OHU1 は複数室空調に該当するためチェック］ 

「群名称」 空調機群を構成する機器番号、階及び室名を組み合わせた空

調機群名称を自動生成 

［本事例では『OHU1-2F-事務室』を『OHU1-2F-事務室_外気負荷

処理』に変更］ 

「二次ポンプまたは熱源群」 

空調機群の二次ポンプ群または熱源を選択（同一系統に二次

ポンプ群と熱源群がある場合には、二次ポンプ群を優先） 

［図 8-14 より宣言済みの二次ポンプ群「PCH2」を選択］ 

■外気負荷処理 
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●会議室 

 

「機器番号」 室負荷処理機を登録済みの機器リストより選択設定し 

［図 8-14 より「FCU2」を選択設定］ 

「台数」 機器台数を入力 

［図 8-14 より「3」を入力］ 

「複数室空調」 複数室空調を行う空調機群の場合にはチェック 

［本事例ではチェック無し］ 

「群名称」 空調機群を構成する機器番号、階及び室名を組み合わせた空

調機群名称を自動生成 

「二次ポンプ群または熱源群」 

空調機群の二次ポンプ群または熱源を選択（同一系統に二次

ポンプ群と熱源群がある場合には、二次ポンプ群を優先） 

［図 8-14 より宣言済みの二次ポンプ群「PCH2」を選択］ 

 

「室負荷処理と同じ」 室負荷処理と外気負荷処理を同一の機器で行う場合、若しく

は外気負荷を専用に処理する室内機が設置されていない場合

にはチッェク 

［本事例ではチェック無し］ 

「機器番号」 外気負荷処理機を登録済みの機器リストより選択設定 

［機器リストより『OHU1-2F-事務室_外気負荷処理』を選択設

定］ 

「台数」 機器台数を入力 

［『OHU1-2F-事務室_外気負荷処理』を選択設定した事から、台

数「1」を自動表示］ 

「複数室空調」 複数室空調を行う空調機群の場合にはチェック 

［『OHU1-2F-事務室_外気負荷処理』を選択設定した事から、自

動でチェック］ 

「群名称」 空調機群を構成する機器番号、階及び室名を組み合わせた空

調機群名称を自動生成 

［『OHU1-2F-事務室_外気負荷処理』を選択設定した事から

『OHU1-2F-事務室_外気負荷処理』を自動表示］ 

「二次ポンプまたは熱源群」 

空調機群の二次ポンプ群または熱源を選択（同一系統に二次

ポンプ群と熱源群がある場合には、二次ポンプ群を優先） 

［『OHU1-2F-事務室_外気負荷処理』を選択設定した事から

「PCH2」を自動表示］ 

  

■室負荷処理 

■外気負荷処理 
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●備考 

備考で記載する事項があれば入力 

 

●非主要室を表示 

非主要室を表示させたい場合はチェック 
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機器台数と複数室空調 

負荷処理設定「台数」の補足をしておきます。選択した「機器番号」が複数種類あり、『一部

の機器番号のみが同一複数の負荷等を処理している』場合、それぞれの室の台数は、室への供

給量等で設置台数を按分した値としてください。また、負荷処理設定 「複数室空調」の補足を

しておきます。選択した「機器番号」（複数種類の機器番号がある場合は全て）が『同一複数の

室の負荷等を処理している』場合にはチェックをしてください。 

以下の図 8-24から図 8-26を具体例に表 8-に台数の按分要否と複数室空調に該当するか否

かを示しておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図 8-24 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図 8-25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8-26 

 

 

表 8-9 

図番号 機器番号 台数按分要否 複数室空調 

図 8-24 AHU1 否 該当 

図 8-25 
AHU1 否 

該当 
EF1 否 

図 8-26 

AHU1 要 

非該当 EF1 否 

EF2 否 
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9 換気設備 

表 9-1 

記号 名称 仕様 台数 設置場所 

EF1 排気ファン 風量：1000ｍ3／h 電動機出力：0.25kW 1 男子トイレ 

 

 
図 9-1 
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9.1 機器登録 

給気、排気、循環ファン 

 
図 9-2 

 

「設備種類選択」 換気設備の種類を選択 

［表 9-1 より「排気」タブを選択］ 

「機器番号」 機器表等から機器番号を入力 

［表 9-1 より「EF1」を入力］ 

「設計風量」 設計風量を数値で入力（単位：㎥／h･台） 

［表 9-1 より「1000」を入力］ 

「入力値種類」 「定格消費電力または電動機定格出力」に入力する値の種類

を選択 

［表 9-1 より「定格出力」を選択］ 

「定格消費電力または電動機定格出力」 

 「入力値種類」に応じた値を数値で入力（単位：kW／台） 

［表 9-1 より「0.25」を入力］ 

 

 

「高効率電動機」 高効率電動機を採用している場合にはチェック 

［本事例ではチェック無し］ 

「インバータ」 インバータ制御を行っている場合にはチェック 

［本事例ではチェック無し］ 

「CO・CO2 濃度」 CO濃度や CO2濃度により送風機の制御を行っている場合には

チェック 

［本事例ではチェック無し］ 

「温度」 室内温度により送風機の制御を行っている場合にはチェック 

［本事例ではチェック無し］ 

  

■制御による補正 
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代替空調機 

 
 

 
図 9-3 

「設備種類選択」 換気設備の種類を選択 

「機器番号」 機器表等から機器番号を入力 

「連動する送風機の有無」 連動する送風機がある場合にはチェック 

「連動する送風機」 連動する送風機の有無にチェックを行った場合には機器表等

から機器番号を入力 

「換気対象室の用途」 換気対象室の用途をプルダウンリストより選択 

「必要冷却能力」 代替空調機の必要冷却能力を数値で入力（単位：kW／台） 

「定格 COP」 COP を入力 

「熱源効率」 定格 COP の一次エネルギー換算値を自動算出 

「ポンプ定格出力」 中央熱源方式の場合は二次冷水ポンプの定格出力を数値で入

力（単位：kW／台）パッケージ型空調機の場合は「0」を入力 

「送風機の種類」 送風機の種類をプルダウンリストより選択  

「設計風量」 設計風量を数値で入力（単位：㎥／h･台） 

「電動機定格出力」 送風機（パッケージ型空調機の場合は室内機の送風機）の電

動機定格出力を数値で入力（単位：kW／台） 

「高効率電動機」 高効率電動機を採用している場合にはチェック 

「インバータ」 インバータ制御を行っている場合にはチェック 

「CO・CO2 濃度」 CO濃度や CO2濃度により送風機の制御を行っている場合には

チェック 
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「温度」 室内温度により送風機の制御を行っている場合にはチェック 
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9.2 換気設備 

 
図 9-4 

 

「天井高補正」 入力シートへの出力時、天井高補正を行った電動機定格出力

値を出力したい場合はチェック 

「機器番号」 登録済みの機器リストより選択設定 

［図 9-1 より「EF1」を選択設定］ 

「台数」 機器台数を数値で入力 

［図 9-1 より「1」を入力］ 

「複数室換気」 複数室換気設備である場合にはチェック 

〈9.2.2 複数室換気〉参照  

［図 9-1 より EF1 は、複数室換気設備に該当するのでチェッ

ク］ 

「換気機器名称」 機器番号、階及び室名の組み合わせにより自動生成 

［『EF1-2F-男子トイレ』を『EF1-2F-トイレ系統』に変更］ 
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●女子トイレ 

「天井高補正」 入力シートへの出力時、天井高補正を行った電動機定格出力

値を出力したい場合はチェック 

「機器番号」 登録済みの機器リストより選択設定 

［機器リストより『EF1-2F-トイレ系統』を選択設定］ 

「台数」 機器台数を数値で入力 

［『EF1-2F-トイレ系統』を選択設定した事から「1」を自動表示］ 

「複数室換気」 複数室換気設備である場合にはチェック 

［『EF1-2F-トイレ系統』を選択設定した事から自動でチェック］ 

「換気機器名称」 機器番号、階及び室名の組み合わせにより自動生成 

［『EF1-2F-トイレ系統』を選択設定した事から『EF1-2F-トイレ

系統』を自動表示］ 

●非主要室を表示 

非主要室を表示させたい場合はチェック 
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複数室換気 

換気設備 「複数室換気」の補足をしておきます。選択した「機器番号」が『複数の室の換気

を行っている』場合にチェックし、必要に応じて「換気機器名称」を複数室換気であることが

分かる名称に変更してください。以下の図 9-5 から図 9-6 を具体例に複数室換気に該当する

ケースと該当しないケースを表 9-2 に示しておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-5 図 9-6 

 

表 9-2 

図番号 機器番号 複数室換気 

図 9-5 EF1 該当 

図 8-6 
EF2 

非該当 
EF3 
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10 照明設備 

 
図 10-1 
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10.1 器具登録 

 

図 10-2 

 

「機器名称（器具記号）」 照明器具姿図等から機器名称（器具記号）を入力 

［図 10-1 より「A」を入力］ 

「種類」 照明器具の種類をリストより選択 

［図 10-1 より「FHF（Hf）」を選択］ 

「大きさ・灯数」 大きさ、灯数をリストより選択 

［図 10-1 より大きさは「32/45」、灯数は「2」を選択］ 

「安定器種類･消費電力」 安定器の種類をリストより選択 

［「100V 電子式」を選択］ 
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図 10-3 

1）「種類」、「大きさ・灯数」、「安定器種類･消費電力」、「照明器具型式」の選択時にリ

ストに該当する器具仕様がない場合は（直接入力）を選択 

 
図 10-4 

 

2）（直接入力）を選択した箇所のセルに数値又は文字列を入力 

 
図 10-5 

  

【補 足】 リストに該当する器具仕様がない場合（カタログの消費電力等を入力） 
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10.2 照明設備 

照明対象室に登録済みの機器名称（器具記号）を選択設定する事により、照明対象室と照明設

備の関連付けを行います。 

 
 

 

図 10-6 

 

「入力方法」 室指数の入力方法をプルダウンリストより選択 

［図 10-1より「室形状が矩形以外」を選択］ 

 

「室指数」 室指数を数値で入力 
 

 

「間口」、「奥行」 室の間口、奥行を数値で入力（単位：m） 
 

 

「外周長さ」、「作業面高さ」 

室の外周長さ、作業面高さを数値で入力（単位：m） 

［図 10-1 より外周長さは「86.4」、作業面高さは「0.8」を入

力］ 

  

■室指数 

「直接入力」を選択した場合（室指数を把握している場合） 

「室形状が矩形」を選択した場合 

「室形状が矩形以外」を選択した場合 
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「機器名称（器具記号）」 登録済みの機器名称（器具記号）リストより選択設定 

［リストより、「A」を選択設定］ 

「台数」 台数を数値で入力 

［図 10-1 より「64」を入力］ 

 

「制御」 各種制御を採用している場合には、該当項目のプルダウンボ

ックスより選択またはチェックボックスにチェック 

［図 10-1 より｢初期照度補正｣の「タイマ方式(蛍光灯)」を

選択］ 

 

非主要室を表示させたい場合はチェック 

  

■照明器具 

■制御等の有無 

■非主要室を表示 
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11 給湯設備 

本事例では 2 階事務室及び会議室の在室者が、2 階男子トイレ及び女子トイレに設置された給

湯設備の湯を利用する事を想定しています。衛生器具表は記載しておりませんが、節湯器具は

採用していないものとしています。 

表 11-1 

記号 名称 仕様 数量 設置場所 備考 

EH1 電気温水器 

加熱能力：2.0kW 

消費電力：2.0kW 

貯湯量 ：25ℓ 

接続口径：20φ 

2 
男子トイレ 

女子トイレ 

保温材 

グラスウール 

厚さ 

～125φ：20mm 

125φ～：25mm 

 

 
図 11-1 
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機器登録 

 

図 11-2 

「機器番号」 機器表等の機器番号を入力 

［表 11-1 より「EH1」を入力］ 

「燃料種類」 熱源の燃料種類をプルダウンリストより選択 

［表 11-1 より「電力」を選択］ 

「定格加熱能力」 定格加熱能力を数値で入力（単位：kW） 

［表 11-1 より「2.0」を入力］ 

「熱源効率直接入力」 熱源機の効率を直接入力する場合にはチェック 

［本事例では、チェック無し］ 

「定格消費電力」 熱源の消費電力を数値で入力 

［表 11-1 より EH1 は、「2.0」を入力］ 

「定格燃料消費量」 熱源の燃料消費量を数値で入力 

［本事例では入力無し］ 

「熱源効率（一次エネルギー換算）」 

チェックを行った場合は数値を入力 

［本事例では入力無し］ 

「配管保温仕様」 保温仕様をプルダウンリストより選択 

［表 11-1 より「保温仕様 3」を選択］ 

「接続口径」 接続口径を数値で入力（単位：mm） 

［表 11-1 より「20」を入力］ 
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「有効面積」 太陽熱集熱器の集熱面積を数値で入力（単位：㎡） 

［本事例では無し］ 

「方位角」 太陽熱集熱器の方位角を数値で入力（単位：°） 

方位角は南を 0 度とし、西向きに計測（西は 90 度、北は 180

度、東は 270 度） 

「傾斜角」 太陽熱集熱器の傾斜角を数値で入力（単位：°） 

集熱面の傾斜角は水平を 0°、垂直を 90°として計測 

 

注）燃料種類、定格燃料消費量の入力単位を以下のように設定した場合には、一次エネ

ルギー換算値を併せて入力してください。 

①『都市ガス』かつ
．．

消費エネルギー入力単位を『N ㎥/ｈ･台』に設定した場合 

②『ＬＰＧ（液化石油ガス）』かつ
．．

消費エネルギー入力単位を『kg/ｈ･台』又は『Ｎ㎥/ｈ･台』

に設定した場合 

③『DHC（他人から供給された熱）』の場合 

  

■太陽熱利用 
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11.1 給湯設備 

入力手順 

本画面には、〈6 室・空調ゾーン登録〉で給湯対象室（湯を利用する可能性のある人が存在す

る室）として設定した室名が予め表示されています。給湯対象室に登録済みの機器番号を選択

設定する事により、給湯対象室と給湯設備の関連付けを行います。 

 
 

 

図 11-3 

●事務室 

 

「同室」 給湯栓が「室名（給湯対象室）」に設置されている場合にはチ

ェック 

［本事例ではチェック無し］ 

「階・室名」 給湯対象室の在室者が利用する給湯栓設置室名を選択 

［図 11-1 より階は「2F」、室名は「男子トイレ」を選択］ 

［図 11-1 より階は「2F」、室名は「女子トイレ」を選択］ 

■給湯箇所（給湯栓設置箇所） 
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「節湯器具」 給湯箇所（給湯栓設置箇所）に設置されている節湯器具を選択 

［本事例では無しにチェック］ 

「機器番号」 登録済みの機器リストより選択設定 

［図 11-1 よりト男子トイレには「EH1」を選択設定］ 

［図 11-1 よりト女子トイレには「EH1」を選択設定］ 

「台数」 機器台数を入力 

［図 11-1 よりト男子トイレの「EH1」には台数「1」を入力］ 

［図 11-1 よりト女子トイレの「EH1」には台数「1」を入力］ 

「複数室給湯」 複数室給湯に該当する場合にはチェック 

〈11.2.2 複数室給湯〉参照 

［男子トイレの EH1 は事務室の在室者の他に会議室の在室者

の利用も想定しているためチェック］ 

［女子トイレの EH1 は事務室の在室者の他に会議室の在室者

の利用も想定しているためチェック］ 

「給湯機器名称」 機器番号と階及び室名（給湯箇所）の組み合わせにより自動

生成 

［本事例では『EH1-2F-男子トイレ』のまま変更無し］ 

［本事例では『EH1-2F-女子トイレ』のまま変更無し］ 

■節湯器具 
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●会議室 

 

「同室」 給湯栓が「室名（給湯対象室）」に設置されている場合にはチ

ェック 

［本事例ではチェック無し］ 

「階・室名」 給湯対象室の在室者が利用する給湯栓設置室名を選択 

［図 11-1 より階は「2F」、室名は「男子トイレ」を選択］ 

［図 11-1 より階は「2F」、室名は「女子トイレ」を選択］ 

 

「節湯器具」 給湯箇所（給湯栓設置箇所）に設置されている節湯器具を選択 

［本事例では無しにチェック］ 

「機器番号」 登録済みの機器リストより選択設定 

［機器リストよりト男子トイレに『EH1-2F-男子トイレ』を選

択設定］ 

［機器リストよりト女子トイレに『EH1-2F-女子トイレ』を選

択設定］ 

「台数」 機器台数を入力 

［『EH1-2F-男子トイレ』を選択設定した事から台数「1」を自

動表示］ 

［『EH1-2F-女子トイレ』を選択設定した事から台数「1」を自

動表示］ 

「複数室給湯」 複数室給湯に該当する場合にはチェック 

［『EH1-2F-男子トイレ』を選択設定した事から自動でチェッ

ク］ 

［『EH1-2F-女子トイレ』を選択設定した事から自動でチェッ

ク］ 

「給湯機器名称」 機器番号、階及び室名（給湯箇所）の組み合わせにより自動

生成（ 

［『EH1-2F-男子トイレ』を選択設定した事から『EH1-2F-男子

S トイレ』を自動表示］ 

［『EH1-2F-女子トイレ』を選択設定した事から『EH1-2F-女子

トイレ』を自動表示］ 

 

●非主要室を表示 

非主要室を表示させたい場合はチェック 

  

■給湯箇所（給湯栓設置箇所） 

■節湯器具 
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複数室給湯 

選択した「機器番号」（給湯機器）が『複数の給湯対象室の在室者を対象としている』または

『複数室の給湯栓設置箇所に湯を供給している』場合にチェックし、必要に応じて「給湯機器

名称」を複数室給湯であることが分かる名称に変更してください。 

注）単一室給湯の場合はチェック無しとする 

【単一室給湯の例】 

1)警備員のみが利用する警備員室のミニキッチン専用に湯を供給する電気湯沸器 

2)警備員のみが利用する単一のシャワー室専用に湯を供給するガス湯沸器 
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12 昇降機 

昇降機設備に関しては、輸送能力係数の算出が建物用途や設置台数により入力が異なります。

したがって、建物用途に依らず共通の手順と建物用途毎に異なる輸送能力係数の手順に分けて

記載します。なお、共通手順は表 122-1 を事例とした入力値を図 122-1 に併せて記載します。 

表 122-1 

号機 EV1 制御方式 
可変電圧可変周波数制御方式 

（回生なし） 

用途 乗用 定格速度 60m/min 

台数 1 積載荷重 750kg 

停止階 4ケ所（1階～4階） 巻上機 ギアレス 

 

 
 

 
 

 

図 122-1 

 

「階・室名選択」 昇降機を利用する人の主たる居室をプルダウンリストより選択 

※サービスを提供する室が複数あり、それらの室用途が異な

る場合には最も大きい室用途に属する室 

［「4F」「事務室」を代表室として入力］ 

「機器名称」 昇降機の機器名称を任意の文字列で入力 

［表 122-1より「EV1」を入力］ 

  

■共通 
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「台数」 台数を数値で入力（単位：台） 

［表 122-1より「1」を入力］ 

「積載量」 積載量を数値で入力（単位：kg／台） 

［表 122-1より「750」を入力］ 

「速度」 速度を数値で入力（単位：m／min） 

［表 122-1より「60」を入力］ 

 

「速度制御方式」 プルダウンリストより選択 

［表 122-1 より｢VVVF（電力回生なし、ギアレス）｣を選択］ 

■速度制御方式 
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輸送能力係数の入力手順は図 122-2 のフロー図に従い該当する Case に応じて入力を行って

ください。 

 

図 122-2 

事務所等、ホテル等用途 

Case02 

Case01 

輸送能力係数 

1.0※とする 

若しくは 

直接入力 

算出 

設置台数 

2 台以下 

若しくは 

設置箇所 

バックヤード 

Case02 

Case01 

輸送能力係数 

直接入力 

算出 

設置台数 

3 台以上 

事務所等、ホテル等以外の用途
．．．．．

 

Case03 

Case01 

輸送能力係数 

1.0※とする 

若しくは 

直接入力 

算出 

※『1.0 とする』とは「国土技術政策総合研究所資料 一次エネルギー消費量算定プログラム解説(非住宅建築物編)」に記載されてい
る以下の内容に従う場合。 
・主たる建物用途が事務所等、ホテル等の場合において、昇降機の台数が 2 台以下の場合、もしくはバックヤードに設置される
場合は、輸送能力係数は 1 とすることができるものとする。 

・主たる建物用途が事務所等、ホテル等以外の場合は、輸送能力係数は台数に係らず 1 とすることができるものとする。 
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「建物用途、規模」 建物用途をプルダウンリストより選択 
 

 

「輸送能力係数直接入力」 チェック 

「輸送能力係数」 数値を入力 

 

 

Case01 

■建物用途、規模 

■輸送能力係数 
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「建物用途、規模」 建物用途をプルダウンリストより「事務所等」または「ホテ

ル等」を選択 

主たる建物用途が事務所等の場合には、 

「一社占有」 

「一社占有以外」 

「小規模」（※階数が 4 階以下または床面積の合計が 4000 ㎡以下の建物） 

の何れかを併せて選択 

 
 

 

「計算方法」 計画輸送能力の計算方法をプルダウンリストより選択 

 

利用人数（人）、乗客数（人）、一周時間（秒）を数値で入力 

 

 
 

  

Case02 

■建物用途、規模 

■計画輸送能力 

「事務所（小規模）」以外
．．

を選択した場合 

 

「乗客数・１周時間入力」を選択した場合 
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5 分間輸送人数（人）、利用人数（人）を数値で入力 

 
 

 

計画輸送能力を数値で入力 

 

 

 

一周時間（秒）を数値で入力 

 

｢５分間輸送人員入力｣を選択した場合 

「直接入力」を選択した場合 

「事務所（小規模）」を選択した場合 
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「建物用途、規模」 プルダウンリストより「事務所等・ホテル等以外」）を選択 

 

 

「標準輸送能力」 標準輸送能力を数値で入力 

 

 

 

「計算方法」 計画輸送能力の計算方法をプルダウンリストより選択 
 

 

利用人数（人）、乗客数（人）、一周時間（秒）を数値で入力 

 

 

Case03 

■建物用途、規模 

■標準輸送能力 

■計画輸送能力 

「乗客数・１周時間入力」を選択した場合 
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5 分間輸送人数（人）、利用人数（人）を数値で入力 

 

 
 

 

計画輸送能力を数値で入力 

 

  

｢５分間輸送人員入力｣を選択した場合 

「直接入力」を選択した場合 
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13 効率化設備 

効率化設備として太陽光発電システムとコージェネレーションシステムがあります。 

13.1 太陽光発電システム 

入力手順を記載するとともに、図 133-1 を事例とした入力値を図 133-2 に併せて記載しま

す。 

 
図 133-1 
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図 133-2 

「システム名称」 システム名称を任意の文字列で入力 

［「太陽光発電システム」と入力］ 

「パワーコンディショナの効率」 

効率が分かる場合は、直接入力にチェックを入れ、効率を入

力［本事例では直接入力にチェックを行わず、デフォルト値

0.928 を採用］ 

「太陽電池の種類」 「結晶系」、「結晶系以外」の何れかにチェック 

［図 133-1より「結晶系」にチェック］ 

「アレイ設置方式」 「架台設置形」、「屋根置き形」「その他」の何れかにチェック 

［図 133-1より「架台設置形」にチェック］ 

「アレイのシステム容量」 アレイ容量を数値で入力（単位：kW） 

［図 133-1より「2.4」を入力］ 

「パネルの方位角」 パネルの方位角を数値で入力（単位：°） 

［図 133-1より「0」を入力］ 

パネル方位角は南を 0度とし、西向きに計測（西は 90 度、北

は 180 度、東は 270 度） 

「パネルの傾斜角」 パネルの傾斜角を数値で入力（単位：°） 

［図 133-1より「30」を入力］ 

パネルの傾斜角は水平を 0 度、垂直を 90 度として計測 

  



95 

13.2 コージェネレーションシステム 

 

図 133-3 に示す入力画面を基に入力手順を記載します。 

 

図 133-3 

 

「コージェネレーション設備名称」  

 コージェネレーション設備名称を任意の文字列で入力 

「定格発電出力」 コージェネレーション設備の定格発電出力を数値で入力（単

位：kW） 

「設置台数」 コージェネレーション設備の設置台数を数値で入力 

 

「発電効率」 規定されたコージェネレーションの負荷率 100％(1.00)、75％

(0.75)、50％(0.50)のときの発電効率(LHV、低位発熱量基準)

を小数で入力 

「排熱効率」 規定されたコージェネレーションの負荷率 100％(1.00)、75％

(0.75)、50％(0.50)のときの排熱効率(LHV、低位発熱量基準)

を小数で入力 

「排熱利用優先順位」 排熱利用優先順位を整数値で入力 

「24 時間運転の有無」 コージェネレーション設備が一日あたり最大 24 時間運転さ

れる場合はチェック 

「排熱利用系統」 コージェネレーション設備の排熱利用系統と同じ系統に属す

る名称を選択。排熱利用なしの場合は空欄。 

  



96 

14 Web 計算支援 

本ソフトウェアから『外皮・設備仕様入力シート（建築物用）』にデータを出力し、エネルギ

ー消費性能計算プログラムから計算結果を取得するまでの過程を補足説明しておきます。 

 

  

「入力シートの Excelファイル出力」ボタンをクリック 

 

 

保存先フォルダの指定及び必要に応じてファイル名を変更し、保存ボタンをクリック 

 

  

■外皮・設備仕様入力シート（建築物用）へのデータ出力 
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「エネルギー消費性能計算プログラム（非住宅版）」ボタンをクリックしエネルギー消費性

能計算プログラムを起動 

 

 

 

「使用許諾条件に同意する」 ボタンをクリック 

 

  

■ファイルのアップロード 
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入力シート(Excel または CSV)をドラッグ＆ドロップ、または、ドロップ場所をクリックし

て入力シートのファイルを選択 

 

 

 

様式出力の任意のダウンロードボタンをクリック 

 

 
 

をクリックして計算結果登録システムを起動 

 

2025 年 4 月から、建築物エネルギー消費性能適合判定申請には計算結果登録システムから

ダウンロードした省エネ適判申請用の計算結果が必要になります。運用の詳細については提

出先の審査機関へご確認ください。 
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一次エネルギー消費量計算結果を計画書の第四面に入力 

 

判定（一次エネルギー消費量）の設計値、判定（一次エネルギー消費量）の基準値を転

記します。適用する基準で基準値は、異なりますので物件ごとに判断いただき転記して

ください。延べ面積 2000 ㎡以上は、大規模建築物エネルギー消費性能基準を参照して

ください。 

 

※大規模建築物エネルギー消費性能基準の場合 

注）住宅用途を含む建築物の場合は、ユーザーガイド（住宅）を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■計画書第四面 
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メイン画面右上の「計算結果を確認」ボタンをクリックすると、Web 計算結果を取得で

きます。また、計算結果を EXCELファイルにて出力・保存できます。 

計算結果を確認（Ver.3.9.0）ボタンをクリック。 

※ボタンには、現在ご利用中の WEB プログラムのバージョンが表示されます。 

 

 

 

「PAL*・一次エネルギー消費量計算結果」画面が表示されます。 

 

 

Excel 出力ボタンをクリック。保存先フォルダの指定及び必要に応じてファイル名を変更

し、保存ボタンをクリック。PAL*・一次エネルギー消費量計算結果が出力されます。 

 

 

  

■Web 計算結果の確認 
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15 レポート出力 

各種設備の変更など様々な検討を行った際の計算結果を、一覧・グラフで出力し、比較できま

す。以下に作成手順を記載します。基準との比較の場合は「結果レポート」を、比較数が複数

の場合は「比較レポート」を選択してください。以下に、比較レポートの場合を示します。 

 

 

 

 

タイトルを任意の文字列で入力 

 

 ボタンをクリックし、物件ファイルを指定 

 

 ボタンをクリックし、一次エネルギー消費量算定用 WEB プログラムより取得した各

設備の結果 CSV を保存しているフォルダを指定 

■タイトル 

■物件ファイル 

■CSV フォルダ 
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 その他エネルギー量を PDF ファイルより転記（GJ／年） 

 

 

 

 上記をタイトル数（比較数）繰り返し行う 

 

 Web プログラムから取得した PAL＊の計算結果を入力 

 

 概要を入力（任意） 

 

 Excel 出力ボタンを押し、保存先フォルダを指定 

 

 

■その他 
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